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バーコード品質評価背景
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■ ＥＡＮへ参画
１９７８年ＪＩＳ Ｂ９５５１
旧「共通商品コード用シンボル規格」を制定。
１９８５年ＪＩＳ Ｘ０５０１
新 「共通商品コード用シンボル規格」を制定。

■ ２００４年ＪＩＳ Ｘ０５０７(ISO/IEC15420-2000により)
「バーコードシンボル ＥＡＮ/ＵＰＣ基本仕様」を制定。

■ ＡＮＳＩ（全米規格協会）は、従来のＴｒａｄｉｔｉｏｎａｌ規格
に対して、バーコード印刷品質評価基準を設けた
ＡＮＳＩ Ｘ３．１８２「バーコードシンボルの品質評価基準」
を１９９０年に制定。

■ １９９６年に、ＩＳＯ/ＩＥＣのＪＴＣ１－ＳＣ３１に設立される。
“Ａｕｔｏｍａｔｉｃ Ｄａｔａ Ｃａｐｔｕｒｅ“に関する専門委員会。
ＷＧ１ データキャリア
ＷＧ２ データストラクチャー
ＷＧ３ コンフォーマンス

■ ２００５年米国ＵＣＣとカナダＥＣＣＣとＥＡＮが一緒になって
世界の流通標準としてＧＳ１（Ｇｒｏｂａｌ Ｓｔａｎｄａｒｄ１）がス
タートした。
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ADC委員会
１９９６年設立
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SEMI
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ODETTE
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国際標準化機構 国際電気標準会議

情報技術委員会

国際規格団体流通系団体 産業系団体

Ｇｌｏｂａｌ Ｓｔａｎｄａｒｄ１

（ＵＳＡ本部）

Ｇｌｏｂａｌ Ｓｔａｎｄａｒｄ１

（ベルギー本部）

流通ｼｽﾃﾑ開発センター

（JANコード）

全米規格協会

米国自動車工業会

米国電子機械工業会

米国半導体工業会

米国健康医療産業

日本自動車工業会

日本電子機械工業会

欧州自動車工業会

日本情報処理開発協会

欧州標準化会議 日本工業標準調査会

ＩＳＯ・ＩＥＣ等規格団体の関連図
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日本自動認識システム協会



バーコード・２次元コードＪＩＳ/ＩＳＯ（ＳＣ３１・ＷＧ１）規格関係図
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■ＪＩＳ Ｘ０５０１-１９８５
共通商品コード用ＪＡＮバーコードシンボル

ＪＩＳ Ｘ０５０７-２００４（ＩＳＯ/ＩＥＣ １５４２０-２０００）

バーコードシンボル ＥＡＮ/ＵＰＣ 基本仕様

■ＪＩＳ Ｘ０５０２-１９９４
物流商品コード用バーコードシンボル

■ＪＩＳ Ｘ０５０５-２００４ （ＩＳＯ/ＩＥＣ １６３９０-１９９９の代用）
バーコードシンボル インターリーブド ２オブ５基本仕様

■ＪＩＳ Ｘ０５０３-１９９４/２０００（ＩＳＯ/ＩＥＣ １６３８８-１９９９の代用）
バーコードシンボル コード３９基本仕様

■ＪＩＳ Ｘ０５０４-２００３（ＩＳＯ/ＩＥＣ １５４１７-２０００）
バーコードシンボル コード１２８基本仕様

■ＪＩＳ Ｘ０５０６-１９９４/２０００（ＩＳＯ/ＩＥＣ規格予定なし）
バーコードシンボル コーダバー基本仕様

■ＪＩＳ Ｘ０５１０-１９９９/２００４ （ＩＳＯ/ＩＥＣ １８００４-２０００）
２次元コードシンボル ＱＲコード/Ｍｉｃｒｏ ＱＲコード基本仕様



バーコード・２次元コードＩＳＯ/ＩＥＣ（ＳＣ３１・ＷＧ１）規格
■ ＩＳＯ/ＩＥＣ規格済シンボル（ＪＩＳ規格化検討）

ＩＳＯ/ＩＥＣ １５４３８-２００１
ＰＤＦ４１７コード ２００６ ＪＩＳ化予定

ＩＳＯ/ＩＥＣ １６０２２-２０００
Ｄａｔａ Ｍａｔｒｉｘ ＪＩＳ化未定

ＩＳＯ/ＩＥＣ １６０２３-２０００
Ｍａｘｉｃｏｄｅ ＪＩＳ化未定

■ ＩＳＯ/ＩＥＣ規格予定シンボル

ＩＳＯ/ＩＥＣ ２４７１９-審議中２００５
Ｍｉｃｒｏ ＱＲ

ＩＳＯ/ＩＥＣ ２４７２３-審議中２００５
ＲＳＳ Ｃｏｍｐｏｓｉｔｅ Ｃｏｄｅ

ＩＳＯ/ＩＥＣ ２４７２８-審議中２００５
Ｍｉｃｒｏ ＰＤＦ４１７
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バーコード・２次元コードＩＳＯ/ＩＥＣ（ＳＣ３１・ＷＧ３）規格
■ ＩＳＯ/ＩＥＣ １５４１６-２０００（ＪＩＳ Ｘ０５２０-２００１ ）

バーコードシンボル印字品質の評価仕様 リニアシンボル

■ ＩＳＯ/ＩＥＣ １５４１５-２００４ （ＪＩＳ化予定）
バーコードシンボル印字品質の評価仕様 ２次元シンボル

■ ＩＳＯ/ＩＥＣ １５４２１-２０００（ＪＩＳ化２００５年予定）
バーコード（フイルム）マスターテスト仕様

■ ＩＳＯ/ＩＥＣ １５４１９-２００１ （ＪＩＳ化２００５年予定）
バーコードデジタルイメージとプリント性能テスト

■ ＩＳＯ/ＩＥＣ １５４２３-１－２００１ （ＪＩＳ Ｘ０５２２-１，２００５年予定）
バーコードスキャナとデコーダの性能テスト パート１：リニアシンボル用

■ ＩＳＯ/ＩＥＣ １５４２３-２－２００１ （ＪＩＳ化予定）
バーコードスキャナとデコーダの性能テスト パート２：２次元シンボル用

■ ＩＳＯ/ＩＥＣ １５４２６-１-２０００ （ＪＩＳ Ｘ０５２１-１予定）
バーコード検証機の性能テスト パート１：リニアシンボル検証機

■ ＩＳＯ/ＩＥＣ １５４２６-２-２００５ （ＪＩＳ化予定）
バーコード検証機の性能テスト パート２：２次元シンボル検証機
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1).２次元マルチ-ロウバーコードシンボル

１次元バーコードを

積み重ねた形のスタックド型シンボルで

ＰＤＦ４１７
＞英数字（テキストコンパクションモード）で１,８５０キャラクタ

＞数字（数字コンパクションモード）で、２,７１０キャラクタ

＞バイナリ（バイトコンパクションモード）で、１,０１８キャラクタ

＞漢字で、５５４キャラクタ

ＭｉｃｒｏＰＤＦ４１７

Ｃｏｄｅ４９

が代表的です。
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２次元シンボルは、構造的に２タイプに分類できます。



1).マルチ‐ロウ（スタックド）タイプ

情報の基本単位は、シンボルキャラクタ、または、０～９２３ある

コード語と呼ばれるシンボルキャラクタ値で、それが多段に積重

なって並んでいます。

一般的に外形は長方形であり、スタートコードとストップコードに

挟まれています。また、行をランダムに読込んでもデコードできる

ように、行情報を表したロウ（行）インジケータがスタート・ストップ

コードとデータエリアとの間に配置されているＰＤＦ４１７シンボル

があります。

読取方法は、１次元シンボルと同じように従来のレーザスキャナ

や、ＣＣＤイメージリーダでも読み取ることができます。

レーザースキャナの場合、スキャナを上下にスキャンして読み取る

か、ラスタスキャンタイプのレーザースキャナを使用します。

MUNAZO CO.,LTD 



ＰＤＦ４１７シンボル構造

１）ｸﾜｲｴｯﾄｿﾞｰﾝ

↓

１）ｸﾜｲｴｯﾄｿﾞｰﾝ ↓２）ｽﾀｰﾄﾊﾟﾀｰﾝ

↓ ↓
２）ｽﾄｯﾌﾟﾊﾟﾀｰﾝ

↓ ↓
３）ﾚﾌﾄﾛｳｺｰﾄﾞﾜｰﾄﾞ

↓ ↓
４）ﾗｲﾄﾌﾄﾛｳｺｰﾄﾞﾜｰﾄﾞ

↓ ↓

↑ ↑
５）ﾃﾞｰﾀｺｰﾄﾞﾜｰﾄﾞ

１）左右のクワイエットゾーン
２）スタートパターン・ストップパターン
３）レフトロウインジケータコード語
４）ライトロウインジケータコード語
５）１から最大３０キャラクタまでのデータコード語

３ロウから最大９０ロウまでのデータコード語
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１キャラクター１７モジュールで構成され４本のバー部と４本のスペース部に分かれる



バーコードシンボル印字品質の評価仕様
２次元マルチ­ロウバーコードシンボル

検証パラメータについて

①エレメントの判定（Ｅｌｅｍｅｎｔ）/エッジ判定（Ｅｄｇｅ）

②復号（Ｄｅｃｏｄｅ）

③復号容易度（Ｄｅｃｏｄａｂｉｌｉｔｙ）

④最小反射率（Ｒｍｉｎ）

⑤シンボルコントラスト（ＳＣ）

⑥最小エッジコントラスト（ＥＣｍｉｎ）

⑦変位幅（ＭＯＤ）

⑧欠陥（Ｄｅｆｅｃｔｓ）

⑨未使用誤り訂正（Ｕｎｕｓｅｄ Ｅｒｒｏｒ Ｃｏｒｒｅｃｔｉｏｎ）

⑩有効コードワード（Ｃｏｒｄ Ｗｏｒｄ Ｙｅｉｌｄ）

⑪コードワード印字品質（Codeword print quality）

シンボル総合グレード（Ｏｖｅｒａｌｌ Ｇｒａｄｅ）

MUNAZO CO.,LTD 



マルチ­ロウバーコードシンボル検証パラメータについて
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①­⑧ 走査反射率波形の分析（ISO/IEC15416規格に基づく）

⑨ 有効コードワード比率（Codeword Yield）

⑪ コードワード印字品質（Codeword print quality）

⑩ 未使用誤り訂正（Unused Error Correction）



シンボル１０回スキャン＆各ロウ（行）の測定要求について
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・シンボルはＩＳＯ/ＩＥＣ１５４１６規格にしたがって、測定開口径を選
択し、１０回スキャンを実行します。
但し、各ロウは分離したシンボルとして評価されなければなりません。接す
るロウとのクロススキャンを避ける為にも、各ロウの走査回数を上下中央
８０％の領域で複数回多くとも１０回より少ない回数もしくは、ロウの高さ
を測定開口径で割った数より少ない回数は走査する必要があります。

・シンボル総合グレード値は、１０回スキャンの総合グレード値の最
も低いグレードとする。

←測定領域ロウの高さ
の８０％

バーの高さ
の１０％

バーの高さ
の１０％



①エレメント判定/エッジ判定（Ｅｌｅｍｅｎｔ/Ｅｄｇｅ）

MUNAZO CO.,LTD 

グローバルスレシュオールド

ＧＴ=(Rmax-Rmin)/2+Rmin



②復号（Ｄｅｃｏｄｅ）
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③復号容易度（Ｄｅｃｏｄａｂｉｌｉｔｙ）
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④最小反射率（Ｒｍｉｎ）

MUNAZO CO.,LTD 

←最大反射率（Ｒｍａｘ）

↑最小反射率（Ｒｍｉｎ）



⑤シンボルコントラスト（ＳＣ）
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↑最小反射率（Ｒｍｉｎ）

←最大反射率（Ｒｍａｘ）



⑥最小エッジコントラスト（ＥＣｍｉｎ）
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↓最小エッジコントラスト



⑦変位幅（ＭＯＤ）
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↓最小エッジコントラスト

↓最大反射率（Ｒｍａｘ）

↑最小反射率（Ｒｍｉｎ）



⑧欠陥（Ｄｅｆｅｃｔｓ）

MUNAZO CO.,LTD 

↑欠陥ボイド



⑨有効コードワード（Codeword Yield）
有効コードワードは、参照復号できたコードワード最大数とデータ

コードワード総数との比率をいいます。

完全なシンボルは、以下条件を満足するまで複数回スキャンされ

ている。

 １）復号できたコードワード最大数は、シンボルのコードワード総
数の少なくとも、１０倍である。

 ２）シンボルの復号ができた最上部と最下部のロウは、少なく
とも各３回スキャンする。

 ３）データまたは誤り訂正のコードワードの少なくとも（０，９ｎ）
は、２回以上の復号を成功させる。

（ｎは、シンボルの誤り訂正の必要のないデータコードワードの総数である。）

MUNAZO CO.,LTD



⑩ 未使用誤り訂正（Unused Error Correction）

MUNAZO CO.,LTD 

“リード・ソロモン“を使用した復号の訂正能力は次の式で表す。

ＵＥＣ＝１－（（ｅ＋２ｔ）/Ｅｃａｐ）

ｅ＝削除の総数
ｔ＝エラーの総数
Ｅｃａｐ＝シンボルの誤り訂正コード語容量
（＝誤り訂正コード語総数ー誤り訂正コードワードバジェット）



⑪ コード語印字品質（Codeword print quality）

MUNAZO CO.,LTD 

変位幅・欠陥・復号容易度の３検証パラメータ毎に検証された結果につ
いて、コード語等級が低い場合に復号できない場合が起こり、誤り訂正を
実行する必要があります。以下のＴａｂｌｅ４のように求められた未使用誤り
訂正のグレード(d)とコード語グレード(a)のどちらか低い値を中間値（e）と
し、その中で最も高い等級をコード語印字品質グレードとします。



マルチ-ロウ バーコードシンボル等級化フローチャート
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マルチ­ロウバーコードシンボル総合グレード（ＯｖｅｒＡｌｌ Ｇｒａｄｅ）
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ＰＤＦ４１７検証データ例

MUNAZO CO.,LTD 



マトリクスタイプ
一つは、碁盤の上に並べた石のような形のマトリ
クス型シンボルで、

米国・欧州では、ＤａｔａＭａｔｒｉｘ
英数字で、 ２,３５５キャラクタ
数字で、３,１１６キャラクタ
バイナリで、１,５５６キャラクタ
漢字で、７７８キャラクタ

が代表的です。その他
ＭａｘｉＣｏｄｅ
ＶｅｒｉＣｏｄｅ

日本では、ＱＲ Ｃｏｄｅ（40-L型）、
英数字で、 ４,２９６キャラクタ
数字で、７,０８９キャラクタ
バイナリで、２,９５３キャラクタ
漢字で、１,８１７キャラクタ

ＭｉｃｒｏＱＲ が代表的です。

MUNAZO CO.,LTD 



２）．マトリクスタイプ

情報の基本単位は、セルと呼ばれる正方形または点で、そ
れらが格子状に配列されています。

一般的に形状が正方形で、２次元シンボルを認識し易くす
るために、正方形の枠（ＶｅｒｉＣｏｄｅ）やＬ字のファインダパ
ターン（ＤａｔａＭａｔｒｉｘ）で囲われているか、位置検出パター
ン（ＱＲコード）またはビューファインダ（ＭａｘｉＣｏｄｅ）と呼ば
れる特徴的なマークがシンボルの中に配置されています。

読取方法は、セルの配置パターンを画像でデコードする必
要からＣＣＤイメージリーダもしくは、ＣＣＤカメラをつかった
画像処理技術で読み取ることになります。

MUNAZO CO.,LTD 



マトリクスシンボル検証の測定開口径と光源及び
その光学的配置について

MUNAZO CO.,LTD 

＞測定開口径は、用途環境に合わせて具体的に指定
されていない場合には、Ｘエレメント寸法の８０％のもの
を使用する。

＞光源や光源ピーク波長は、その用途環境に合わせ
て具体的に指定しなければいけない。もし指定していなけ
れば、その用途環境で読取りに使用されるであろう光源
に最も近いものを使用しなければならない。光源部の照
射角は通常４５度。しかし、３０度又は９０度も可。

>ナローバンド（赤色光、赤外光）
ヘリウムネオンレーザー633nm マルチロウ検証向

半導体レーザー赤色650-670nm赤外780nmマルチロウ検証向

ＬＥＤ 633-670nm マルチロウ・マトリクス検証向

＊参考として、633nmと、660-680nmでの検証結果では、１または２グレードの差がでる場合がある。

>ブロードバンド（白色光）
・白熱光 2800-3200°K ・蛍光灯 3200-5500°K
・白色ＬＥＤ 7000°K ・ハロゲンランプ 2800-3200°K

＊ブロードバンドの場合間に、指定ピーク波長になるようにラッテンフィルタ（赤色、赤外光）をセットして偏光
させる場合が多い。



マトリクスシンボル検証の測定方法と最大/最小反射率の決定

MUNAZO CO.,LTD 

＞検証領域は、長方形のエリアでシンボル全体に２
０モジュールをプラスした大きさにしなければならな
い。

＞測定回数は、シンボルをレンズの中心を軸に７２
度±５度回転させて５回測定させる。最初は上図の
様に光源と光源とを結ぶ線に４５度±５°の方向
に設置して測定する。

＞検証パラメータ改訂Ｒmaxと改訂Ｒminを決定する
為に、一旦グレースケール画像の中心に設けた測定
開口径の２０倍の円領域内で、初期Ｒmaxと初期Ｒ
minを決定される。初期Ｒmaxと初期Ｒminの中間値
が全体しきい値となり一旦、参照復号が実行される。

その後、クワイエットゾーンを含む検証領域のグレースケール画像内で、改訂Ｒmaxと
改訂Ｒminを決定し、その中間値が全体しきい値となり、これらを基礎として各検証パ
ラメータグレードは決定される。



バーコードシンボル印字品質の評価仕様
２次元マトリクスシンボル
検証パラメータについて

旧検証パラメータについて（１９９９～２０００年）
①参照復号（Ｄｅｃｏｄｅ）
②シンボルコントラスト（Ｓｙｍｂｏｌ Ｃｏｎｔｒａｓｔ）
③モジュール伸縮（Ｐｒｉｎｔ Ｇｒｏｗｔｈ）
④シンボル軸の非均一性（Ａｘｉａｌ Ｎｏｎｕｎｉｆｏｒｍｉｔｙ）
⑤未使用誤り訂正（Ｕｎｕｓｅｄ Ｅｒｒｏｒ Ｃｏｒｒｅｃｔｉｏｎ）
シンボル総合グレード（Ｏｖｅｒａｌｌ Ｇｒａｄｅ）

新検証パラメータについて（２００４年６月～）
①参照復号（Ｄｅｃｏｄｅ）

②シンボルコントラスト（Ｓｙｍｂｏｌ Ｃｏｎｔｒａｓｔ）

③位置検出パターンの損傷（Ｆｉｘｅｄ Ｐａｔｔａｒｎ Ｄａｍａｇｅ）
④シンボル軸の非均一性（Ａｘｉａｌ Ｎｏｎｕｎｉｆｏｒｍｉｔｙ）
⑤モジュール配置の非均一性（Ｇｒｉｄ Ｎｏｎｕｎｉｆｏｒｍｉｔｙ）
⑥変位幅（Ｍｏｄｕｌａｔｉｏｎ）
⑦未使用誤り訂正（Ｕｎｕｓｅｄ Ｅｒｒｏｒ Ｃｏｒｒｅｃｔｉｏｎ）

シンボル総合グレード（Ｏｖｅｒａｌｌ Ｇｒａｄｅ）
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マトリクスシンボル検証パラメータについて
（旧パラメータ1999～2004年5月）

MUNAZO CO.,LTD 

新検証パラメータ ＩＳＯ/ＩＥＣ１５４１５ 2004年6月～



ＩＳＯ/ＩＥＣ１５４１５-２００４

バーコードシンボル印字品質の評価仕様
２次元マトリクス（ＤａｔａＭａｔｒｉｘ）シンボル

新検証パラメータについて
①参照復号（Decode）
②シンボルコントラスト（Ｓｙｍｂｏｌ Ｃｏｎｔｒａｓｔ）
③ファインダーパターンの損傷（Fixed Pattern Damage）

③-1：ファインダーパターン‘Ｌ‘の左側部分の欠陥（Ｌｅｆｔ‘Ｌ’Ｓｉｄｅ）
③-2：ファインダーパターン‘Ｌ‘の底辺部分の欠陥（Ｂｏｔｔｏｍ‘Ｌ’Ｓｉｄｅ）
③-3：左側クワイエットゾーン（Ｌｅｆｔ ＱＺ）
③-4：底部クワイエットゾーン（Ｂｏｔｔｏｍ ＱＺ）
③-5：上部クワイエットゾーン（Ｔｏｐ ＱＺ）
③-6：右側クワイエットゾーン（Ｒｉｇｈｔ ＱＺ）
③-7：上部比率（Ｔｏｐ Ｔｒａｎｓｉｔｉｏｎ Ｒａｔｉｏ）
③-8：右側比率（Ｒｉｇｈｔ Ｔｒａｎｓｉｔｉｏｎ Ｒａｔｉｏ）
③-9上部クロックトラック（Ｔｏｐ Ｃｌｏｃｋ Ｔｒａｃｋ）
③-10：右側クロックトラック（Ｒｉｇｈｔ Ｃｌｏｃｋ Ｔｒａｃｋ）
③-11：③-1～10迄のパラメータの平均（Ａｖｅｒａｇｅ Ｇｒａｄｅ）

④シンボル軸の非均一性（Ａｘｉａｌ Ｎｏｎｕｎｉｆｏｒｍｉｔｙ）
⑤モジュール配置の非均一性（Ｇｒｉｄ Ｎｏｎｕｎｉｆｏｒｍｉｔｙ）
⑥変位幅（Ｍｏｄｕｌａｔｉｏｎ）
⑦未使用誤り訂正（Ｕｎｕｓｅｄ Ｅｒｒｏｒ Ｃｏｒｒｅｃｔｉｏｎ）

シンボル総合グレード（Ｏｖｅｒａｌｌ Ｇｒａｄｅ）
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ＤａｔａＭａｔｒｉｘコード新検証パラメータ
(2004年6月～)

MUNAZO CO.,LTD 

等 級

③-１：位置検知
パターン‘Ｌ‘の左
側部分の欠陥

ＬＬＳ

③-２：位置検知
パターン‘Ｌ‘の底
辺部分の欠陥

ＢＬＳ

③-７：上部比率

ＴＴＲ
③-８：右側比率

ＲＴＲ

③-１１： ③-1-10迄
のパラメータ平均

ＡＧ

Ａ（４．０） LLS＝0 BLS＝0 TTR ≦ 0.06 RTR ≦ 0.06 AG＝4.0

Ｂ（３．０） LLS ≦ 0.09 BLS ≦ 0.09 TTR ≦ 0.08 RTR ≦ 0.08 AG≧3.5

Ｃ（２．０） LLS ≦ 0.13 BLS ≦ 0.13 TTR ≦ 0.10 RTR ≦ 0.10 AG≧3.0

Ｄ（１．０） LLS ≦ 0.17 BLS ≦ 0.17 TTR ≦ 0.12 RTR ≦ 0.12 AG≧2.5

Ｆ（０．０） LLS＞0.17 BLS＞0.17 TTR＞0.12 RTR＞0.12 AG＜2.5

③ファインダーパターンの損傷の明細



ＤａｔａＭａｔｒｉｘ検証データ例

Mon 18-Aug-2003 04:45:40AM
Firmware 2.63B

Symbology: Datamatrix
Data:
20 mil

Overall Grade: A
4.0/05/650

General Characteristics:

Matrix Size: 12 ×12(Data: 10 ×10)
Horizontal BWG: 14%
Vertical BWG: 17%
Total Codewords: 12
Data Codewords: 5
Error Correction Budget: 5
Errors Corrected: 0
Error Capacity Used: 0
Image is Black on White
Normal × Dim = 19.6 mil

Datamatrix Codewords:

96 21 6E 6A 6D 1 8 61
0 C 1B 7E

■ =Fixed by Error Correction

Print Quality Correction

1.UEC: 100%  A Pass
2.SC: 83%  A Pass
3.SC: 4.0  A Pass
4.MOD: 0%  A Pass
5.GNU: 5%  A Pass
6.LLS: 4.0  A Pass
7.BLS: 4.0  A Pass
8.LQZ: 4.0  A Pass
9.BQZ: 4.0  A Pass
10.TQZ: 4.0  A Pass
11.RQZ: 4.0  A Pass
12.TTR: 0%  A Pass
13.RTR:        0%  A Pass
14:TCT:       4.0  A Pass
15.RCT:       4.0  A Pass

4.0  A Pass
16.AG:

MUNAZO CO.,LTD



ＩＳＯ/ＩＥＣ１５４１５-２００４

バーコードシンボル印字品質の評価仕様
２次元マトリクス（ＱＲ）コード

新検証パラメータについて

①参照復号（Decode）
②シンボルコントラスト（Ｓｙｍｂｏｌ Ｃｏｎｔｒａｓｔ）
③位置検出パターン等の損傷（Fixed Pattern Damage）

③-1：位置検出パターンの誤りモジュール総数（ＵＬＰ,ＵＲＰ,ＬＬＰ）
③-2：タイミングパターンのモジュール誤り数が占める割合（ＨＣＴ,ＶＣＴ）
③-3：位置合わせパターンのモジュール誤り数が占める割合（ＡＬＰ）
③-4：形式情報パターンのモジュール誤り総数（ＦＩＢ）
③-5：型番情報パターンのモジュール誤り総数（ＶＩＢ）

④シンボル軸の非均一性（Ａｘｉａｌ Ｎｏｎｕｎｉｆｏｒｍｉｔｙ）
⑤モジュール配置の非均一性（Ｇｒｉｄ Ｎｏｎｕｎｉｆｏｒｍｉｔｙ）
⑥変位幅（Ｍｏｄｕｌａｔｉｏｎ）
⑦未使用誤り訂正（Ｕｎｕｓｅｄ Ｅｒｒｏｒ Ｃｏｒｒｅｃｔｉｏｎ）

シンボル総合グレード（Ｏｖｅｒａｌｌ Ｇｒａｄｅ）

MUNAZO CO.,LTD 



① 参照復号（Ｄｅｃｏｄｅ）

MUNAZO CO.,LTD 

復号パラメータの評価は、合格Ａ（4.0）か不合格Ｆ
(0.0)かのどちらかとなる。

シンボル体系の参照復号アルゴリズムに従って有
効な復号が成立すれば等級は、Ａ（4.0）成立しなけ
ればＦ（0.0）となる。



② シンボルコントラスト（Ｓｙｍｂｏｌ Ｃｏｎｔｒａｓｔ）

MUNAZO CO.,LTD 

まず最初に、グレースケール画像の中心にある測定開口径の２０倍の直径をもつ
円領域内で測定された最も高い反射率値を初期Ｒmax値、最も低い反射率を初
期Ｒmin値とし、その差の中間値を全体しきい値として参照復号が実行されます。
そして、次に検証領域全体のグレースケール画像（クワイエットゾーンを含む）
のなかで最も高い反射率値を改訂Ｒmaxとし、最も低い反射率値を改訂Ｒminと
します。参照復号以外の検証パラメータは、改訂後の情報に基づいて算出されま
す。
この改訂値の差をシンボルのコントラスト（ＳＣ）とする。

ＳＣ＝Ｒmax－Ｒmin



③位置検出パターンの損傷（Ｆｉｘｅｄ Ｐａｔｔａｒｎ Ｄａｍａｇｅ）

ファインダパターン（ＤａｔａＭａｔｒｉｘ）位置検出パターン等

（ＱＲコード）に関する品質評価追加パラメータ

マトリクス型シンボルは、シンボルを識別し早く読取りできるように

ファインダパターンや、位置検出パターンが付いています。

イメージリーダは、このファインダパターンや、位置検出パターンを見

つけてデコードを開始しますので、これらパターンが汚れや傷で見つ

からない場合には読み取ることはできません。

この位置検出用パターンは、データではないので、誤り訂正機能で

救うことはできません。

MUNAZO CO.,LTD 



等 級

③-１
位置検出パターン

A1,A2,A3の
モジュール誤り総数

③-２
タイミングパターン

Ｂ１，Ｂ２の
モジュール誤り数が占

める割合

③-３
位置合わせパターン
Ｃのモジュール誤り数

の占める割合

Ａ（４．０） ０ ０% ０%

Ｂ（３．０） １ ≦ ７% ≦１０%

Ｃ（２．０） ２ ≦ １１% ≦ ２０%

Ｄ（１．０） ３ ≦ １４% ≦ ３０%

Ｆ（０．０） ＞＝４ ＞１４% ＞３０%

MUNAZO CO.,LTD 

③１­５：ＱＲコード位置検出パターン等の損傷
(2004年6月～)

Ａ１＝ＵＬＰ Ｂ１＝ＨＣＴ
Ａ２＝ＵＲＰ Ｂ２＝ＶＣＴ
Ａ３＝ＬＬＰ Ｃ＝ＡＬＰ

③-4 ③-5
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形式情報（Format Information）：
シンボルに適用する誤り訂正レベル及び使用するマスク処理パターン
に関する情報をもち、符号化領域を復号するのに必要な機能パターン

>シンボルコード語の復元のために、４段階のリードソロモン誤り訂正が選択できる。
1) L 7% 
2) M 15%
3) Q 25%
4) H 30%
>マスクパターンには、各モデル各型番ごとに８種（マスクパターン参照子３ビット０００‐１１１まで）

のパターンがある。

マスク処理には、復号効率を妨げるようなモジュール配列の出現を最小限に抑え
シンボルの明及び暗のモジュール比率を１：１に近づける働きがある。

型番情報（Version Information）:
モデル２（1型~40型まで）におけるシンボルの型番情報及び、その誤り訂正ビット
をもつ機能パターン



④シンボル軸の非均一性（Ａｘｉａｌ Ｎｏｎｕｎｉｆｏｒｍｉｔｙ）

MUNAZO CO.,LTD 

2次元マトリクスシンボルは、多角形グリッド内に各モジュールのデータフィールドを
含んでいます。あらゆる参照復号アルゴリズムもそれら各モジュールの中心位置を
適切にとらえてデータを引き出さなくてはなりません。軸の非均一性は、グリッドの
各主要ＸＹ軸方向において、マッピングされた各モジュールの中心と、隣合うモ
ジュールの中心との間隔を測定し平均化したものを次の計算式にしたがって等級
化をする。

ＡＮ＝abs（Ｘavg-Ｙavg）/（（Ｘavg＋Ｙavg）/2)
abs＝絶対値を与える関数 Ｘavg=Ｘ軸上のマッピングの中心間隔の平均

Ｙavg=Y軸上のマッピングの中心間隔の平均

軸の非均一性は、正常でない視野角度で読取り性能を妨げるシンボルの非均一
的な度合いを検査します。



⑤モジュール配置の非均一性（Ｇｒｉｄ Ｎｏｎｕｎｉｆｏｒｍｉｔｙ）
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モジュール配置の非均一性は、与えられたシンボルのバイナ
リーイメージから参照復号アルゴリズムで決定した実際の
各モジュールの位置と、グリッド上の各理想位置との間で、
最も大きい偏差をシンボルのＸ寸法との分数として表します。



⑥変位幅（Ｍｏｄｕｌａｔｉｏｎ）

MUNAZO CO.,LTD 

変位幅は、各コード語（モデル２型の場合、１コード語＝２Ｘ４モジュールで構成）の各モ
ジュールの明暗の反射率の非均一性に関する検証パラメータです。次ぎの式に
従ってコード語毎にコード語等級として計算されます。
ＭＯＤ＝２*（abs（Ｒ－ＧＴ）/ＳＣ

Ｒ＝コード語の中で最もＧＴ値に近いモジュールの反射率値
ＧＴ＝全体しきい値
ＳＣ＝シンボルコントラスト値

但しコード語等級が低い場合に復号できない場合が起こり、誤り訂正を実行する
ことがあります。この場合以下のＴａｂｌｅ７のように未使用誤り訂正の求められた
グレード(d)とコード語グレード(a)のどちらか低い値を中間値（e）とし、その中で最
も高い等級を変位幅のグレードとします。



⑦ 未使用誤り訂正（Unused Error Correction）
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シンボル作成時には、シンボルコード語の復元のために４段階のリード
ソロモン誤り訂正から選択できる。
L 7% 、M 15%、Q 25% 、H 30%

“リード・ソロモン“を使用した復号の訂正能力は次の式で表す。

ＵＥＣ＝１－（（ｅ＋２ｔ）/Ｅｃａｐ）
ｅ＝削除の総数 ｔ＝エラーの総数 Ｅｃａｐ＝シンボルの誤り訂正コード語容量
（＝誤り訂正コード語総数ー誤り訂正コードワードバジェット）



ＱＲコード検証データ例
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ＱＲコード検証機

TruCheck 401-RLのご紹介

2次元 QR, Micro QR, DataMatrix
PDF４１７,Micro PDF

リニア RSSコンポジット/バーコード

すべて、TC401-RL１台で検証可能。
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TruCheckシリーズ

適 合 規 格

MUNAZO CO.,LTD 

◆ 1次元シンボル(リニアバーコード)
2次元シンボル（マルチロウ・マトリクス）の品質評価基準
・ISO/IEC15415規格
・ISO/IEC15416規格
・JISX0520規格
・ANSI X3.182規格
・ＥＡＮ/ＵＣＣ ＧｅｎＳｐｅｃ

に適合した検証を実施。

◆ ISO/IEC15426/P-1,P-2規格に適合したバーコード

シンボル検証機。



TruCheck 401-RL
特 徴
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■ＣＣＤイメージスキャナとレーザースキャナとの組合せで、2次元
マトリクスシンボル（ＱＲコード、Ｍｉｃｒｏ ＱＲ、Ｄａｔａｍａｔｒｉｘ）検証
ならび、二次元マルチロウシンボル（ＰＤＦ４１７、Ｍｉｃｒｏ ＰＤＦ）と
ＲＳＳコンポジットを含むバーコードシンボルの検証をこの１台で実現。

■ＩＳＯ/ＩＥＣ１５４１５・１５４１６・１５４２６規格、ＪＩＳＸ０５２０規格
適合検証を実施。

■RS232ポート（オプショナルＵＳＢ変換ケーブル）とWin Wedgeソフト
で、Win PCにも簡単データ保存。



TruCheck ４０１‐ＲＬ
製 品 仕 様

検証シンボル QR, Micro QR,DataMatrix,PDF417, Micro PDF417, 
RSS14 & Composite, UCC/EAN-128, EAN/UPC, I 
2of5, Code 39, Codabar,Code93,PharmaCode

検証標準 ISO/JIS/CEN/ANSI 標準パラメータ検証

Traditional検証

分解能 CCDイメージャーは、6Mil

レーザースキャナは、3/6/10Milから選択指定（標準品6Mil）

寸法測定精度 レーザースキャナ使用時、±0.038ｍｍ

光源 CCDイメージャー： 赤色ＬＥＤ660nm

レーザースキャナ： 半導体レーザー650nm

寸法（L×W×H) 本体 406×203×508ｍｍ

重量 9ｋｇ

電源 AC100V ±5  50/60Hz

付属品 専用ASTRO感熱プリンタ、キャリブレーションシンボル

オプション＆アクセサリ リモートレーザスキャナ、リモートCCDイメージャ、Win Wedgeソフト

MUNAZO CO.,LTD 



ＲＳＳコンポジット（合成）シンボル

ＧＳ１は、１次元シンボルの情報不足を補うために、
１次元シンボルとスタック型シンボルの複合化を研究
し、コンポジット（合成）シンボルを開発しました。
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Unit dose
（最小投薬単位）

Reduced Space Symbology
(個装等の最小単位へのバーコード表示）

RSS14 Composite コード
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Thu 26-May-2004 09:00:00AM
Firmware 2.67C
UCC Application Format Passes

RSS14
DATA FIELD NAME TYPE CHECK
01 AI 01 String=01 PASSED
49383652601658 14Digit# NUMS PASSED
UCC Composite Data:
0149383652601658
1705073110ABCD789C

Overall Symbol Grade:A(4.0)

Primary Component:
RSS14:014383652601658

Primary Comp Grade: A(4.0)
4.0/06/650

ANSI/ISO Parameter AVG Values:

1.EDGE:       42 A Pass
2.Rl/Rd:    67/5 A Pass
3.SC:        82% A Pass
4.MinEC:     65% A Pass
5.MOD:       80% A Pass
6.Def:        4% A Pass
7.DCD:     10/10 A Pass
8.DEC:       85% A Pass
9.MinQZ:     N/A   Pass

RSS Composite ｺｰﾄﾞ
検証結果データ例 1

ANSI検証結果

９個のパラメータがすべてこ
こに示されます。



RSS Composite ｺｰﾄﾞ

検証結果データ例 2

MUNAZO CO.,LTD 

Results of each scan
M
i         D 
n   M     e         G

S   E R   i     c         r
C   D e   n M D o D       a
A   G f S E O E d E Q     d
N   E l C D D F e C Z     e
=   = = = = = = = = =     =
1.  A A A A A A A A A - ＞A
2.  A A A A A A A A A - ＞A
3.  A A A A A A A A A - ＞A
4.  A A A A A A A A A - ＞A
5.  A A A A A A A A A - ＞A
6.  A A A A A A A A A - ＞A
7.  A A A A A A A A A - ＞A
8.  A A A A A A A A A - ＞A
9.  A A A A A A A A A - ＞A
10. A A A A A A A A A - ＞A

スキャン分析

EDGE：エッジの判定

RI/RD:最小反射率

SC:シンボルコントラスト

MinEC：最小エッジコントラスト

MOD：モジュレーション

Def：欠陥

DCD:デコード

DEC：デコード容易性

QZ：クワイエットゾーン

Ｇｒａｄｅ：Ｏｖｅｒａｌｌ 総合評価



RSS Composite
ｺｰﾄﾞ
検証結果データ例 3

MUNAZO CO.,LTD 

General Characteristics:

RSS14 is STACKED ----- RSS14 Stacked
Top Row Grade: A(4.0) Traditional検証内容
Bottom Row Grade: A(4.0)

RSS14 Link Flag is ON
BWG= 2%
BWG= +0.2 MIL
Nominal × Dim = 12.0 mil
PCS = 94.3%
MRD = 58% (69-11)

Secondary Component:              ----- Micro PDF417ｺｰﾄﾞ

Decoded Composite Data:
170507311ABCD789C

Secondary Comp Grade; A(4.0)
ANSI/ISO Parameter Avg Values;
1.UEC:        100% A    Pass
2.Rl/Rd:      81/6 A    Pass
3.SC:          75% A    Pass
4.MinEC:       64% A    Pass
5.MOD:         85% A    Pass
6.Def:          0% A    Pass
7.DCD:       10/10 A    Pass
8.DEC:         88% A    Pass
9.MinQZ:      ＞15 A    Pass
Results of each scan:



スキャンリフレクタンスプロファイル

[SRP]

ミニマムエッジコントラスト

反射率が最も小さい2つ
の間のエッジを示してい
ます。

基準しきい値

RI/RDの中間点

最大の欠陥

このエレメントは読取機に
はノイズとなる最大の反射
率ノンユニフォームを含ん
でいます。


